
日時：平成31年１月25日（金）
午後２時～

場所：いわき市役所本庁舎
８階 会議室

いわき市危機管理課

第７回
津波災害時における自動車避難検討部会
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２ 報告

平成30年度いわき市総合防災訓練に係る平地区

及び勿来地区での自動車避難訓練の結果について

第７回
津波災害時における自動車避難検討部会
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∗

１ 日 時：平成30年９月１日（土）午前８時30分～11時30分

２ 対象地区：平地区（平沼ノ内区、下高久区、藤間区、神谷作区）

勿来地区（大倉地区１区～４区、中田地区の一部）

【対象地区の選定理由】

⑴ 市津波ハザードマップにおける「津波浸水想定区域」内の地区であること

⑵ 平成28年11月22日に渋滞が発生した近接地区であること

３ 参 加 者： 自動車 21台、参加者 48人（平地区）

自動車 27台、参加者 41人（勿来地区）

自動車による避難訓練の実施について
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※ 第６回検討部会資料より抜粋

【自動車による避難訓練の実施について】

＜訓練の目的＞
・ 津波に係る避難は「原則徒歩」であることの周知徹底
・ やむを得ず車で避難する場合は、「最寄りの避難所や避難場所

ではなく、津波浸水想定区域外の内陸部へ避難すること」、
「道路の通行不可や渋滞などを想定し複数の避難ルートを
把握すること」の周知徹底

＜実施方針＞
今年度の訓練については、ガイドラインで示す基本的な考え方に

則り、これまで取り組んできた原則徒歩による高台避難とし、
自動車での避難は「要配慮者（徒歩避難困難者）」と「支援者」及び
近隣に高台がなく徒歩避難が困難な地区を対象として実施し、
今後、地区住民や関係機関等と協議しながら避難訓練の実施方法に
ついて検討していく。
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自動車による避難訓練の実施について



５

自動車避難訓練 平地区

15台

4台

2台

0 2 4 6 8 10 12 14 16

沼ノ内

下高久

神谷作

平地区自動車避難参加台数（21台）

33人

11人

4人

0 5 10 15 20 25 30 35

沼ノ内

下高久

神谷作

平地区自動車避難参加人数（48人）

平地区自動車避難参加状況 平成29年度 平成30年度 増減

参加台数 25台 21台 4台減

参加人数 43人 48人 5人増

1台あたり乗車1人 11台 4台 7台減

1台あたり乗車2人 10台 9台 1台減

1台あたり乗車3人 4台 6台 2台増

1台あたり乗車4人 0 2台 2台増
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自動車避難訓練 平地区
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自動車避難訓練 平地区

7台

4台

5台

2台

1台

2台

0 1 2 3 4 5 6 7 8

小名浜四倉線（県道15号）

⇒下高久谷川瀬線（県道241号）

⇒高久鹿島線（県道378号）

下高久谷川瀬線（県道241号）

⇒高久鹿島線（県道378号）

馬場・八幡線（旧道）

⇒下高久谷川瀬線（県道241号）

⇒高久鹿島線（県道378号）

西原・菅谷線

⇒下高久・上蔵持線

⇒荒神作・勝負作線

豊間四倉線（県道382号）

⇒下高久谷川瀬線（県道241号）

⇒高久鹿島線（県道378号）

無回答
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自動車避難訓練 平地区

【津波警報の発表を確認した手段】

20人

10人

10人

0人

0人

3人

0人

0人

0 5 10 15 20 25

防災無線（サイレン）

いわき市防災メール

緊急速報メール（エリアメール）

ＦＭいわき放送

市公式SNS（Facebook、Twitter）

消防団広報車両

隣近所からの声掛

無回答

16台

4台

1台

0

0

0 5 10 15 20

５分

１０分

１５分

２０分

無回答

【自宅を出発するまでに要した時間】

訓練開始時（8時30分）から
到着までに要した時間

台数 到着時刻

10分 2台 8時40分
15分 7台 8時45分
20分 6台 8時50分
25分 5台 8時55分
30分 1台 9時00分

【県立いわき公園駐車場到着時間(21台）】
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自動車避難訓練 平地区

【訓練に参加し、感じたこと】

12人

12人

8人

7人

5人

1人

0人

0人

4人

日頃から浸水想定区域外へ

出るために、複数の避難経路

を知っておく必要がある

徒歩避難困難者の避難に

ついては、地域内で十分

話し合う必要がある

日頃から津波発生時の

避難をイメージするために、

道路上に浸水履歴や渋滞発生

路線等の看板が必要である

災害時には道路の状況に

よって通行できない可能性も

あることから、原則徒歩で

避難すべきである

道路が狭く、災害時に放置

車両等があった場合に通行

できない可能性がある

信号交差点の待ち時間が

長く、車列になっていた

右折・左折時に歩行者や

対向車線の車両の関係で

時間を要した

沿線の住家やガソリン

スタンド等の影響で

時間を要した

無回答
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自動車避難訓練 勿来地区

16台

4台

1台

6台

ヨークベニマル・一二三駐車場

クレハ駐車場

勿来地区自動車避難参加台数（27台）

大倉区 中田区

24人

8人

1人

8人

ヨークベニマル・一二三駐車場

クレハ駐車場

勿来地区自動車避難参加人数（41人）

大倉区 中田区
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自動車避難訓練 勿来地区
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自動車避難訓練 勿来地区

〇・・・自宅等からヨークベニマル・一二三屋駐
車場までの経路
●・・・自宅からクレハ駐車場までの経路
×・・・無回答

【自動車避難訓練参加者の避難経路(27台)】

4台

3台

1台

1台

1台

1台

3台

2台

1台

1台

1台

8台

0 2 4 6 8 10

〇台・須賀線⇒関田・大島線

⇒勿来・浅川線（県道71号）

⇒日立・いわき線（県道10号）

〇常磐・勿来線（県道56号）⇒川部・

錦線⇒日立・いわき線（県道10号）

〇南城・台線⇒関田・大島線⇒中迎1号線⇒

中迎34号線⇒大島・上中田線⇒常磐・勿来線

（県道56号）⇒錦中央1号線⇒糠塚4号線⇒…

〇南城・台線⇒関田・大島線⇒大島・南城線

⇒常磐・勿来線（県道56号）⇒勿来・浅川線

（県道71号）⇒日立・いわき線（県道10号）

〇鷺内・須賀線⇒関田・馬場線⇒国道6号

⇒関田・大島線⇒勿来・浅川線（県道71号）

⇒日立・いわき線（県道10号）

〇関田・大島線⇒鷺内1号線⇒鷺内・成沢線

⇒関田・馬場線⇒前原・四沢渋町⇒川部・錦線

⇒日立・いわき線（県道10号）

●川部・錦線⇒国道6号線⇒国道289号線

●南城・台線⇒関田・大島線⇒国道6号線

⇒国道289号線

●国道6号線⇒国道289号線

●常磐・勿来線（県道56号）⇒国道289号線

●下り立・鶴ケ町線⇒錦町・鶴ケ町線⇒

常磐・勿来線（県道56号）⇒国道289号線

×無回答
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【津波警報の発表を確認した手段】

自動車避難訓練 勿来地区
【自宅を出発するまでに要した時間】

23人

14人

12人

0人

0人

0人

1人

0人

0 5 10 15 20 25

防災無線（サイレン）

いわき市防災メール

緊急速報メール（エリアメール）

ＦＭいわき放送

市公式SNS（Facebook、Twitter）

消防団広報車両

隣近所からの声掛

無回答

22台

5台

0

0

0

0 5 10 15 20 25

５分

１０分

１５分

２０分

無回答

訓練開始時（8時30分）から
到着までに要した時間

台数 到着時刻

10分 2台 8時40分
15分 10台 8時45分
20分 3台 8時50分
25分 1台 8時55分
無回答 1台 ―

訓練開始時（8時30分）から
到着までに要した時間

台数 到着時刻

10分 7台 8時40分

15分 2台 8時45分

20分 1台 8時50分

【ヨークベニマル・一二三屋駐車場到着時間(17台）】 【クレハ駐車場到着時間(10台）】



14

【訓練に参加し、感じたこと】

自動車避難訓練 勿来地区

19人

15人

12人

4人

4人

4人

2人

1人

3人

0 5 10 15 20

日頃から浸水想定区域外へ

出るために、複数の避難経路

を知っておく必要がある

徒歩避難困難者の避難に

ついては、地域内で十分

話し合う必要がある

日頃から津波発生時の

避難をイメージするために、

道路上に浸水履歴や渋滞発生

路線等の看板が必要である

右折・左折時に歩行者や

対向車線の車両の関係で

時間を要した

道路が狭く、災害時に放置

車両等があった場合に通行

できない可能性がある

災害時には道路の状況に

よって通行できない可能性も

あることから、原則徒歩で

避難すべきである

信号交差点の待ち時間が

長く、車列になっていた

沿線の住家やガソリン

スタンド等の影響で

時間を要した

無回答
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【自動車による避難訓練の実施について】

【ランドマークシグナル（区域内信号機の点滅運用）について】

交差点における信号機の動作について
（平地区）

通常運用, 

33.3%

(7台)

点滅運用, 

42.9%

(9台)

無回答, 

23.8%

(5台)

交差点における信号機の動作について
（勿来地区）

通常運用, 

63.0%

(17台)

点滅運用, 

14.8%

(4台)

無回答, 

22.2%

(6台)



第７回
津波災害時における自動車避難検討部会
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３ 協議

（1） 今後の自動車避難訓練について

（2） 来年度の総合防災訓練の実施について



・ 沿岸地区の住民に対して出前講座や自主防災組織

研修会等において津波災害時における自動車による

避難ガイドラインの周知を図っていく。

・ 実施地区住民に対して、引き続き訓練説明会の

実施及び回覧版等により津波災害時における避難の

周知を行っていく。
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（１） 今後の自動車避難訓練について



（２） 来年度の自動車避難訓練の実施について
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平成３１年度福島県総合防災訓練の実施について

・ 平成31年度福島県総合防災訓練についてはいわき市にて開催
・ 福島県県総合防災訓練といわき市総合防災訓練の同日開催を基本とし、
訓練の実施に向けて福島県と調整中

※ 平成30年度福島県総合防災訓練は田村市で開催（平成30年9月2日）

※ 前回のいわき市開催は小名浜地区で開催（平成18年9月4日）



４ その他

(1) 津波災害時における自動車による避難ガイドライン

に基づく対策の進捗状況について

(2) その他
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第７回
津波災害時における自動車避難検討部会
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① 浸水想定区域外で駐車スペースが確保できる場所の選定について

※ ガイドラインP8 (ｵ)既指定の津波避難ビル以外の民間施設等や、沿岸部に

新たな高台を津波避難場所として指定することの検討

「津波発生時における緊急一時避難場所としての使用に関する協定書」を締結

締結日：平成３０年１１月１２日（月）

締結先：あすか製薬㈱いわき工場

所在地：いわき市泉町下川字大剣1番
避難車両収容スペース：約１，８００㎡（６０台受入可能）

⇒津波の発生時に際し、地域住民等の緊急一時避難場所（津波避難場所）としての
使用を目的とする

（１） 津波災害時における自動車による避難ガイドラインに基づく対策の進捗状況について
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（１） 津波災害時における自動車による避難ガイドラインに基づく対策の進捗状況について

② 自動車避難誘導サインの設置について

※ ガイドラインP8 (ｱ)津波浸水想定区域境界付近のランドマーク（目印）の設定、

(ｶ)自動車による避難を踏まえた「避難誘導サイン」の検討

平成３０年７月に、自動車による避難誘導サイン整備計画策定業務を委託。市内沿岸部における
「浸水想定区域境界の表示板」、「想定浸水深及び区域外方向の表示板」を設置するため、自動車運
転手に視認できるサイン設置場所及び避難経路等を示した「避難誘導サイン整備計画」を今年度内
に作成し、平成３１年度以降、同計画に基づく設置工事に着手する。

サインの
種類

①浸水想定区域境界の表示 ②想定浸水深及び区域外方向の表示

設置予定
枚数

看板デザイン
（イメージ図）

○

設置基準
浸水想定区域境界付近の主要交差
点に設置

浸水想定区域内の主要交差点に設置

地
区
別
設
置
予
定
枚

数久之浜 ５ ７ 12

四倉 ６ 19 25

平 ８ ８ 16

小名浜 ９ 67 76

勿来 10 53 63

計 38 154 192


